
  
Ⅲ－２．第２回市民ワークショップの開催 
Ⅲ－２－１．開催概要 
第２回市民ワークショップでは、小中学校の跡地活用について、小中学校跡地のレイアウトと

整備内容についてグループ毎に検討を行い、発表を行った。  
▼第２回市民ワークショップの実施概要 

実施日時 2017年 2月 11日（土）13：30～15：10 

実施場所 晴海臨海公園 管理棟 

議題 ①小中学校跡地のレイアウトと整備の検討 

②小中学校跡地を整備したら、どんな暮らしがおくれるだろう                    

▼グループ別討議の様子 

▼グループ別討議結果発表の様子 



小中学校跡地が整備されたら、どんな暮らしがおくれるだろう  ・資料館で大竹市の歴史を学ぶ 歴史 

・旅行に行くのが楽になる 

新駅の設置 

・駅前の子育て支援施設で親子で楽しく過ご

し、帰りにお風呂に入り、カフェでおやつを

食べて帰る。 

・駅も２号線もあり便利 

・若者と高齢者の交流が増える 

・井戸端会議ができる 

・子どもが産める病院 

・子どもの勉強の手助け 

・情報の共有 

・子育てのグループができる 

子育て施設 

・子どもを連れて行く 

プール 

・大竹に 1つしかなかった老人ホームが出来た

ので、これからが安心 

・海の見える福祉施設で、のんびり過ごし、歴

史資料館で昔を思い出したり、道の駅で大竹

の特産物を食べて、やすらいだ気分で過ごし

福祉 
・道の駅で買物をする 

・この場所にいればだれかいる所 

・人が増えて賑やかになる 

・小方２丁目、小方１丁目南、小方１丁

目北、晴海地区の方々がいつでも集え

る集会所でサロンを開いたり、今まで

してきた行事（夏祭り、とんど、餅つ

き等）を楽しむ 

・２号線沿いに道の駅があるので、特産

品を買ったり、カフェを楽しみたい 

・魚市場もいい 

・休日の買物 

・買物ができる（海産物中心） 

・海の駅（温泉があったり） 

・大江戸温泉物語みたいな 

道の駅+広場 

・駅が近くて便利 

・まったりしたい 

・人が集まる 

・カフェ等に入ることにより人生を楽しむ 

・雑貨屋で買物し、カフェでまったりした後、道の駅や市場で美味しそうな

ものを物色 

・友達との息抜き 

・屋内に高齢者が集い、複合施設で飲食する 

カフェ・飲食店 

連絡通路で 
どこでもアクセスできる 

・贅沢な食事 

・工場夜景でクルーズを楽しむ 

・ホテルのレストラン・ラウンジでたま

には、ちょっと贅沢な時間を楽しむ 

ホテル 

・娯楽施設での世代間の交流 

・カフェでお茶をする 

・子どもたちの遊び場が増える 

・孫を連れて行ける場所が増える 

娯楽施設 

・多世代の人間の交流 

・コミュニティにより活性化 

・シルバー世代から子育てへの参加 

・近隣で楽しめる 

・人との交わりが増える 

コミュニティセンター 

移動してみんなで食事する 

近くに位置し、交流を育む 

・大竹は転勤の方が多い 

・安心して暮らせる 

・地下駐車場、住民及び外来者 

・連絡通路が動く歩道（雨天対策も必要） 

・住宅に若い世代の方が、大勢入ってくるので、子育て支援セ

ンターを利用したり、公園、プール等で親子で楽しんだり、

地域の親子と子育ての仲間を作り、活き活きとした小方の町

になる 

・公園やカフェでウォーキングやドッグランの休憩でまったり

と休日を過ごす 

・体を動かす場所が出来て、健康な生活が送れる 

・公園で子供とボール投げや、緑を楽しみながら散歩ができる 

・子ども、親の暮らしやすい町 

・若い子育て世代の定住 

・世代を超えた交流ができる町 

・安心した老後を送れる 

・高齢者、子どもの交流が増え、元気な老人、活発な子が増

え、町が元気になる 

・送迎をしなくてすむ毎日 

・人口が増え活気ある町 

住宅地 

小方港 

・歴史に興味をもってもらう 

・整備して子どもが遊べるように 
亀居公園 

・広場や公園があり、緑と生活が出来る 

・新駅前ににぎわい生まれ、人が集まる 

・コイコイバスや JR など交通が整い、快

適に過ごせる 

・駅周辺での人との交流が盛んになる 

・世代を超えたコミュニケーションのとれ

る暮らしがおくれる 

・駅を中心に生活に必要なものが揃い、生

活ができる 

・欲しいものが揃った町 

ばれ 大竹  

駅前周辺 

・緑の公園で健康的な生活を送る 

・子どもがのびのび遊べて、育つ町 

・老人ホームから公園へ散歩に行き、カフ

ェなどで休憩 

公園 


